
対象園数    132園

食物ヂげ卍耶L(率)  5′:,
育物アレリしキー 彙 県劉 0麗 1麗 2蔚 3蔚 4戚 b蔵 6蔵

男

25ノ
女

fF歯令男‖上ヒ 162%
合 計

■F燻甫男‖上し

原 肉 官 物 合 計 0諸 1蔽 2話 3蔚 4詳 b雇 6蔵
J島  ]"

1

午  乳 1

1

天  甲

で 1 C

ノJヽ  ラ語≡

0

l中 伏 l育 物 0麗 1蔵 2蔚 4威 b蔵 6薦
アツツ郊

k 0
そ  ば

9

エビ・かに・甲殻委自 1 5 8 6

ハアす

で 5
■ つ
「
I目 5 6

負  ]Π 1 3 1

0
鶏 肉 0 0

牛 肉 1 0
1 0 1

野 要

0
革 1 0 C

0

丁 C 3 1 C
0

キ ワイ 0 0 1 0

3 C 0
チヨコ・ココ/ 0 1 C

C
米 1

ウインす 。ハム 0 0

0
果  物 6 0

0
早  千 2 0

0 1 1
‐ス 1 0

0 0 0
細  9 0 C

0 C 0 0
平I.製 品 0 2 0

6 n

マヨネーズ 0 0
1 3

夕由 C 0
0

ワモロコシ C 0
0

ちくわ 0 0 0 0
1 0

茶 0 0
2 0

コン プ`メ 0 0 r

0 1 1
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1.2)対応に困つていること 2 事故 事故事例 3.問題点 1 3.問 題点 2 4,生活管理表

保護者の対応がいい加減 誤配をしそうに
なった

食器に名札
お盆を替える

林瀦腋沐濠■ 税ヾ髪護者のチェッ
ク漏れ

子どもの変化に

関して精神的に
苦労

職員全員への徹
底

使用していなι

給食担当者の負
担大
対応に限界

行政補助要
代替食コスト大

使用していなt

食品表示と製造ラインの確
認に時間要

使用していなι

クラス担任への連絡が不徹
底になりがち

表示のない食品の場合の業
者への確認に時間が掛かる。

同じ製品でも製造ラインが

異なり困惑

医師の指示書の
遅延

使用していない

アレルギー対応食品の入手

困難 (乳除去マーガリン、

製造ラインも安全なマヨネー

ズなど)

食材除去かライ
ン確認まで要す
るのかあいまい

な対応

児による除去レベルの相違 多くの除去での

栄養不足を懸念
見た目を健常食
と同様に

使用していなt

保護者と国の理解 。対応に

削傷

少量で発見・異
常なしだが誤食

熱の トレー使用
ボー ドで確認 し
あう

調理者、保育者、
保護者の連携

子どもの心情ヘ

の配慮 (皆 と一

緒に食べる)

使用していなι

医師から原因食品の指示が
あれば保護者と連携しやす
い

原因食品の多様
化 。複雑化で給
食業務に支障

使用していない

アレルゲンと製造ラインの

表示がないものもある

使用していない

アレルギ=に対
応する使え

る食材が少ない

除去食児数の増加に対応す
る器具やスペース、人員確

保が難しくなっている '

誤 食 担 当の ミス 医師・保護者・

保育所で使用量
の認識に差がある

宗教上の除去で
は医師の指示必

要なく不平等感
がある

医師による判断
基準に差がある

血液検査で無反
応でも食後に症
状が出る子ども
がある

子どもに負担の

掛からない判断
基準を !

除去解除の指示がはつきり
しない

小麦 大豆 卵
牛乳 くるみ
ピーナッツ 誤飲

判読できず 医師の記入する
指示票であつて
欲しい

使用していない 保護者が記入提出する食物除去

申込書のみ

他の子どもが食べてしまうこと

調理場での対応

体調により症状が変化しや

すい重症児の管理 (アナフィ
ラキシー対応や低蛋自血症
などを合併している例)、 環
境整備、給食対応誤食防止

など成長発達段階での細か
い配慮が必要。主治医が決
定していないケースもある。
病院を渡り歩き、その都度
指示が変更される。重症児
では症状により対応変更が
あり、速やかな対応が難し
い。明確な指示書がない。

入所させたい保
護者が入国時間
診や検診で重要
事項を伝えず、
事後報告のケー
スあり。

朝夕や土曜日な
ど担任以外の職
員では多くのア
レルギー児への

配慮を周知徹底
するのは難しし、

使用していない 入国時 :卵 。牛乳・小麦 。

米 。でんぶん 。えび かに
人参 ほうれん草 バナナ
てんさい キク科の野菜な
ど多数
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1.2)対応に困つていること 2.事故 事故事例 3.問題点 1 3.問題点 2 4.生活管理表

緊急時対応の理
解のためにマニュ
アル作成・会議
などが必要。

多様な除去指示
に対する煩雑な
給食対応、誤食
防止、体調に応
じた給食提供な
ど。

醐
莉

:71ヽ 麦

の誤飲

保育士ミス。麦
茶を―口与えた
直後、口唇発赤
出現、 リンデロ
ン内月長。帰宅、
1時間後アナフィ
ラキシー (全身
発赤、口唇咽頭
浮腫、脱肛、喘
鳴など)あ り、
大学病院にて救
急処置

人的配慮 (医師
の指示て遊びや
与薬時間の規制
など個別保育が
必要なケースあ
り。障害児のよ
うな加配措置は
とられていない

ため、保育体制
に知調勢性 じる。)

重症児に関して
は主治医との連
携や保護者のメ
ンタルフォロー
などの細かい配
慮が必要。

小麦除去では代替食に苦労 アレルギー児専
門の調理員の配
置を望む。

代替となる調味
料や食品の購入

使用していない

使用していなt

使用していなι

保護者への対応 使用していなt

保護者の献立票確認の返事
が遅い事あり

女児 卵 弁当の中のゆで
,pを除去したが、
他の食材に責身
が接触したらし
く食後、顔に発
疹。大事には至
らず。

使用している

使用していなt

使用していな t

国と家庭での対
応にズレ

医師の診断書が
あるといいのだ
が・・

使用していなt

卵不使用のパ ン

を別注

使用していなt ハウスダストアレルギー

医師による見解
の相違 (0歳児
ミルクについて)

使用していなι

使用 していない

使用していない

診断書の書き方
がマチマチ

個 の々アレルギー
に対応てきない
ため重症児に合
わせると不必要
な除去になって
しまう

使用していなt

使用 して いる

アレルギー対応で人手不足 人手が必要 使用していなし

使用していなt

保護者との意識のズレ

調整に時間が掛かる
保護者が過敏

重症児は集団給
食では事故につ
ながりやすい。

器具・材料管理
に細心の注意を
払っても事故は
起き得る。

使用 して いない

使用していなι

見た目が同じ除去食の管理 使用していなι

同じメニューで完全除去と
一部除去の個人差があるこ
と

0歳男 卵アナ
フィラキシー

間違って卵井を
食べさせた

アレルギー対応
に関する意識を
全職員が持ち続
けていくことの

難しさ。

毎日の繰り返し
て緊張感が薄れ
る

食べると日の周囲が赤くな
り魚アレルギーと思われる
子がいるが保護者は認めず
受診しない。

医師の指示書が
統一されていな
い。 (ハ ムは×

でソーセージは
okな ど)

医師会などで指
示書の書き方を

統一して欲しい

使用していなt

医師によるはっきりとした
診断がない場合、その対応
が難しい

使用していなt

使用していなt
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1.2)対応に困っていること 2.事故 事故事例 3.問題点 1 3.問題点 2 4.生活管理表

保護者に年 2回
診断書を提出し
てもらっている

使用していなt

普通食と同じような内容に

整えること

アレルギー対応
食品の入手が困
難

アレルギー対応
食品は割高

使用していなt

除去食の調理に

手間取る
使用 していなι

かかりつけ医の対応にバラ
ツキあり。根拠のハッキリ
しない指示あり。保護者の

思い込みあり。

事故防止マニュ
アルを実行して
いても時折抜け
る。

保育士のアレル

ギーに対する知

識が弱い

かかりつけ医の
指/TOヽまらつく。

保育士の意識が
低く曖昧な対応
になる。

正しい診断を受
ける大切さを伝
えている。

普通の食事と除去食を同じ

場所で調理するのは間違い
を起こしがち。専用の場所
が欲 しい。

子どもが隣の子
の食事に手を出
してしまう

気をつけていて

も誤食が発生す
る。配膳にも手
が掛かるので人
員増を

使用していなι

医師 の指示が あ いまい

「 (数値が高くても食べさせ

て大丈夫なら食べさせる」
とあっても何からどの位か

分からない。
保護者の思いに振り回され
る。)      、

国ではないが、
自宅で 3例

3歳男 :大福の
中のくるみアナ

フィラキシー

3歳男 :デザー
トlJ」 麦ヽアナフィ
ラキシー

4歳男小麦アナ
フィラキシー :

外食の油に小麦
入つていたか?

園でのエビベン

使用の判断基準

使用していない

給食とクラス担当の連携 人手不足 アレルギー対応
の補助金欲しい

使用していな t

保護者の受診協力が得られ
ない例がある

代替食の調理が手間

保護者の希望で除去対応

除去法に困つた

調味料も別の子どもが居り
人手が掛かる

1歳女 :乳アレ
ルギー
5歳男 :卵

―
プ
〈
２

誤食 (チー

配膳ミス

調理場、クラス

担任での確認の
二重チェックが

不徹底

使用していない

ミス防止に 3段階チェック
他児のつまみ食い 。拾い食
い

延長保育時おやつなど担当

者以外の保育でのミス防止

お菓子の成分表示がある袋
の処分

家庭での対応が

出来ないて改善
が見られないケー
スあり。.

家庭と国との対
応の俎撥 (家庭
で普通食、国で
は除去食など)
解除の診断書の

不提出

使用 していな t

使用 していな t

給食と担任の連携 家庭と
国の対応の岨編

3歳男 :食材で
奪麻疹

体調不良 (日頃
は大文夫)

国に対してのみ

問題提起するの

では対応難しい

医師の診断書の提出がなさ
れない

使用していない

アレルギー対応が複雑で難
しい。人手不足

面接シート

使用していなι

使用していな t

1。 2歳児では除去の理解
が出来ないので同じものを
ほしがる

4歳男 :バ ン 他の子どもがパ
ンの袋を開けた
途端に顔や日に

反応が現れた。

目に見えない、
原因が分からな
いので不安

使 用 していな t

使用していない

親との対応 (診断書や代替
食品の提示を嫌がる)

使用していない

忙しい時の全職員への周知

食材選びが大変

調理担当者の仕
事が複雑で多忙

他児のものを食
べてしまう。
子どもに納得さ
せること

使用していない
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1.2)対応に困つていること 2.事故 事故事例 3 問題点 1 3.問題点 2 4.生活管理表

年々アレルギー

児がら、えている
ようだ

使用していない

使用していなt

家庭と国の対応蠅嬬 (国で
は除去、家庭で食べている)

アレルギーの子どもが増え、
今後の対応に不安

1歳男 :牛手L 隣の子どもの牛
乳を誤飲

市販の対応菓子
が少ない

使用していなι

2歳女 :原因不
明の発赤疹

アレルギー対応
のパンを食べて
発疹

使用していなし

使用している

家庭と国の対応の餌鶴 (解
除しても良いと思われるの
に診断が有料のため受診し

ない。

2歳男 :ホ ット
ケーキでアナフィ
ラキシー

誤食 食事日誌

徐々に解除の場合でも家庭
の協力が得られない。

アレルギー児が増え調理が

複雑 特に多くのアレルギー

を持つ子は食べられる食品
が少なく悩む

3歳男 :ピーナッ
ツでアナフィラ
キシー

節分で撒いたピー
ナッツでショッ
ク。救急車で専
門医にて点滴、
回復

正規・臨時の保
育士の連携

人手が掛かる 使用していなt

除去が複雑 2歳男 :卵・牛
子L

ロールバンを誤
食
受診するほどで
はなかった

アトピーで痒が
るが保護者がス
テロイ ド軟膏に
抵抗があり漢方
薬のみ。睡眠不
足も感じられる
が除去食だけで
いいのか?

見た目や栄養価が同じよう
に作れない

使用していなι

アナフィラキシーの重い子
どもが tヽる

国 と家庭 の赳掘 使用していな t

使用している

医師の解除指示があつても
保護者が応じない

使用していない

休日保育には対応できなt 普通児とメニュー
が違ってしまう

使用している

使用 している

使用していなt

料理によっては食べても良
いなどの細かな対応

使用 している

厨房内でのアレルゲンの混
入

使用 して いな t

使用していなt

使用していない

使用していない

使用している

他児と違うと本人が納得し
ない

使用している

診断書にお金が掛かるので
提出しない場合が多い

手間・時間が掛
かる

少 しても発疹が
てると除去して
と言われ、病院
での診断による
適切な対処が出
来にくい。栄養
面も心配。

除去児の一覧表
アレルギー児の
献立票作成・配
布

対応の指示は国長・調理責
任者

使用していなし

同{所鍍 の症状・

数値でも医師に
よって対応が異
なる 症状がな
くても検査数値
で除去が決まる
場合あり。

永年の除去で栄
養が十分取れな
いで体格に影響
しているのでは?

使用していなι
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l.2)対応に困つていること 2.事故 事故事例 3.問題点 1 3.問題点 2 4.生活管理表

見た目を同じに作るのに苦
労。
保護者の要求がエスカレー

トしてきて気遣いが必要

食材がコスト高。
人手が掛かる。

隣の子どもの食
事に手を出した

りする

使用していなt

使用していない

保護者によつて望む対応が

異なる。どこまで対応した
らよいか?

栄養価の偏り

使用していない

使用していない

保護者判断の対応 使用している

使用していなt

使用していなt

除去する食材の多い子はお
やつの種類が限定され飽き
る。

アレルギー用の
おやつの購入が
大変

使用している

体調によって除去

体調によって除去

体調によって除去

体調によって除去

体調によって除去

3歳女 :誤食 隣の子どもの給
食を食べた。発
症せず

記載 な し

使用 していな t

献立も限られ、
見た目も栄養も
異なり子どもの
心理的負担が,さ

配

使用していなt

使用 していな t

代替食は献立が単調
おやつも食べられる種類が

少ない
ワンパターンになりがち

給食室と保育室
の連携

使用している

原因物質の種類や程度が個々
に異なり、また複数あるの

で対応が難 しい

5歳女 :卵 除去解除になっ
ていたが、体調
不良でアレルギー

反応出現

解除後も保護者
との連絡を密に

取る必要あり

テープルを分け
るなどしている
が、食後に友達
の手に触れて反
応が出た。

使用 している

原因食が多くなればなるほ
ど対応が難しく、ワンパター

ンになり勝ち

同じようなレベ

ルでも医師によっ

て指示が異なる。

保育・栄萎スタッ
フの連携

使用している

1歳男 :誤食 給食室ミス

保育士確認ミス
同じ調理器具を

使用するため細
心の注意が必要

使用 して いる

2歳女 :誤食 配膳時の渡し間
違い

アレルギーの国児が多く、
―人ひとリレベルも違い把
握が大変
手間やコス トが掛かる

土曜日など不慣
ねえ

“

層育士力吹 っ
たときの連絡が

行き届かない

使用 している

国と家庭での対応に蠅嬌あ

り

クラス担当が間
違って配膳して
しまうことがま
れにある

使用していなt

子供同士で食べさせ合った

り、隣の子どもの食事に手
を伸ばしたりしてしまう

全除去、一部除
去、調理法によっ
ては可というよ
うに対応が細か
く難しい

使用 して いない

血液検査で反応が出たとか
で、数値が高くなくても除
去の指示が出されてしまう。

0歳男 :卵 保育士のミスで
誤食 2回

保育士が確認し

ないなど意識の

低さ

使用していない

一般の医師の指示書で内容
が詳 しくなく、どこまで除
去すべきかよく分からない

保護者の勝手な

判断
使用していなt
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12)対応に困つていること 2.事故 事故事例 3.問題点 1 3.問 題点 2 4.生活管理表

小麦粉アレルギーは調味料
や目に見えないようなもの
にも入つていて対応に苦慮

5歳男 :小麦粉 誤食 ―口だっ
たので症状は出
ず

隣の子どもと混
じらないように

するため人手が
必要

使用 していない

食事指導指示書を依頼して
も記載してもらえない医師
がいる。

国と家庭の対応
に飢嬬あり

使用している

子どもの心理的負担 (他児
との疎外感)

医師によってtll
限・除去の方針
や表現が異なり、
理解しづらい

使用していなι

1歳男 :卵

'p黄

のみ食べて
いたが、湿疹が
続き受診して全
卵除去に

使用していなι

医師の指示 (少量 。加熱・
二次製品)が分か り難く混
乱しがち。

紫外線による湿
疹、草木による
結膜炎、原因不
明の専麻疹など
緊張させられる
ことが多々あり
ます。

使用していなt

使用していなt

負荷試験ではOKだ が食べ
ると症状が出る。数値だけ
では半J断 しにくい

代替食のコスト

入手しにくい

食前に飲ませる
薬にてかかかる

使用している

調理作業が複雑て人手不足
誤配 しないよう調理室とク
ラスのコミュニケーション

に気を遣う。食品管理の場
所 。時間共にない

アレルギー児が
多いので、人員
不足
調理室の狭さ

医師の指示が分
かりにくい

使用していなし

―
・硼 下。

保育士などの人
的配置を予算化
して欲しい

使用していなt

個々に除去の程度や種類が
異なり、とても神経を使う。
調理室が狭く、普通食の

直ぐそばで除去食を作らざ
るを得ない

誤配の危険があ
る
人的にも広さに

置いてもゆとり
なし

医師の指示が分
かりにくtヽ

使用している

食べ始めまでに時間がかか

るので、クラス活動を早め
に切り上げなくてはならな
tヽ

1歳男 :く るみ チェック漏れで
誤食によるアナ
フィラキシー

原材料には入つ
ていないが製造
ラインではつか
われているもの
がある。 どう考
える?

医師の指示書

使用 している

保護者・担当 。調理室との

連携プレーが大事
使用していなt

行事で配る市販菓子には細
心の注意が必要

アレルギーがあ
ることで入園拒
否をおそれ、入
国時に報告しな
い。

使用していなt

対応しているおやつの種類
が少ない

集団給食では個々
の対応が十分に
出来ない

使用 していな t

保護者のアレルギー認識の

低さ。国と家庭での対応の

削鶴

年齢が低いと友
達の食事に手を

伸ばす。

他児とは違う食
事を気にする

使用していなt

保護者の自己判断による除
去がふえているようだ

自己流の除去を
している親への
対応

使用している

極まれに煩雑さ
の中で連絡ミス
あり。

子の成長と共に

除去内容が変わ
るので保護者・
医師・保育所の
連携を密に。

保護者の自己半J断て除去 同一室内での調
理でアレルゲン

混入があるので
はないか心配

使用していなt
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資料 2

平成 21年 7月 10日

日本保育園保健協議会

会員 各位
日本保育園保健協議会

会 長 鴨 下 重 彦

アンケート調査協力のお願い

謹啓

暑中お見舞い申し上げます。

平素は、当協議会事業にご支援・ご協力をいただきまして有難うございます。

今般、厚生労働省雇用均等・児童家庭局保育課より「保育所におけるアレルギ

ー疾患対応に関わる調査研究」を施行し、財団法人こども未来財団よりの委託研

究として、「保育園におけるアレルギーの生活管理指導表の作成」を受諾いたし

ました。

つきましては、同封のアンケート調査票にご記入の上、7月 31日 までに

理Ⅸ にて当協議会に返信していただきたくお願い申し上げます。

また、保育現場のアレルギー対応に関する実態調査ですきできるだけ多数のデ

ータを集めて、実態を正確にまとめたいと思いますので、可能でしたら、会員以

外の方に調査票をコピー配布していただき、アンケートの協力をいただけますと

幸いに存じます。どうぞよろしくお願い申し上げます。

謹白

…

 03‐ 6912… 1224

平成 21年 7月 31日 まで

(お問合せ先 )

日本保育園保健協議会 事務局

東京都千代田区麹町 3‐ 5‐8 麹町センタービル402

TEL 03・ 6912・ 1222  FAX 03‐ 6912‐ 1224

e‐ ma■  hOikuhoken― Office@themis.6cn.ュ Qlin
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調査票は次へ FAXしてください :03-6912-1224

○ 貴所 (園)について、ぉ答ぇください。

1。 ① 公設公営   ② 公設民営   ③ 私立 (社会福祉法人・学校法人を含む)

2.① 認可     ② 認証      ③ 認定     ④ それ以外

3.所 (園 )長は保育士資格を   ① 持っている  ② 持つていない

4.現在、受け入れている園児の年齢と在籍数 (年齢は4月 1日現在)

O歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳

人 人 人 人 人 人 人

5。 各職員の数

保育士 栄養士 管理栄養士
調理師

(員 )
着護職

常勤 (職員 )
人 人 人 人 人

非常勤
(パート等)

人 人 人 人 人

6。 所 (園)で供される食事等について (おやつ、離手し食、ミルクを含みます)
(1)調理場所

① 施設内で調理  ② 施設外で調理  ③ その他 (

(2)調理者

① 所 (園 )の職員のみ  ② 一部委託  ③ 全部委託  ④ その他 (

O 保護者から預かつた薬の管理状況について、ぉ答ぇくださしヽ

7.毎日服用する薬の与薬は行つていますか?(塗り薬は除きます。)

① 行うている     ② 行つていない   ③ 該当園児がいない

保 育 所 (園 )に お け る ア レル ギ ‐疾 患対応 につ いて の 調査票

● ひとつの所 (園)につき、ひとりの方がお答えください
● 回答は、当てはまる選択肢ひとっに○をつけ、空欄には自由記入してください
● いただいた回答は統計的に処理され、園が特定される形で公表されることはありません。
● アレルギー疾患対策の指針づくりの大切な基礎資料となりますので、文中の指示に従っ
て、最後までお答えください。よろしくお願いします。
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8.解熱薬や抗けいれん薬、ぜん息の発作止めなどの屯用薬 (内服、座薬など)の5薬は
行つていますか?

① 行つている     ② 行つていない   ③ 該当園児がいない

9.保湿剤やステロイド外用薬のような軟膏の塗市は行っていますか?

‐  ① 行つている     ② 行つていない   ③ 該当園児がいない

○ 給食・おやつ等について、お答えください。

(→綸食_1述やつを所.(園)_で提供していない場合は20.(y)へ進んで<ださい。)

10。 食物アレルギーのある児の受け入れについてお答えください。

① 現在受け入れている        
一
 ①に○をして、11。 (ツ)ヘ

② 受け入れ可能だが、現在はいない →  ②に○をして、13.(p)ヘ

③ 断つている/受け入れ経験がない 
一
 ③に○をして、19。 (0)ヘ

ツ 11.所 (園)で把握している食物アレルギーの園児数を年齢別にご記入下さい。

〇 歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳

人 人 人 人 人 人 人

12.所 (園)で把握している原因食物別の人数をご記入<ださい。
(表にない原因食物は空欄に食物をご記入のうえお答え<ださい)

---> 1 3. (p) ^qdt

原因食物 勇島ワロ 手し製品 小麦 大豆

食物アレルギー

児数 人 人 人 人 人 人 人

原因食物

食物アレルギー

児数 人 人 人 人 人 人 人

-23-
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○ 食物アレルギー対応について、ぉ答え<ださい。

随 13.所 (園)での食物アレルギーの対応に医師の診断書を麟要としていますか?

① 全例で必要      ② 所 (園)の判断に応じて必要  ③ 不要

14.食物アレルギー園児に対する給食対応で、主なものはいずれですか?(ひとつだけ)

① 代替食が中′b  ② 除去食が中′い  ③ 弁当が中1い  ④ その他 (     )

15。 鶏卵アレルギー児への給食対応は、以下のどのレベルまで行つていますか?

① 完全除去のみの 1段階    ② 生卵除去(マ∃ネーズなど)+完全除去の2段階

③ 生卵除去(マヨネーズなど)十卵料理除去(ゆで卵、オムレツなど)十完全除去の 3段階

④ 生卵除去(マヨネーズな0+卵料理除去(ゆで卵、オムレツなど)十卵加工食品除去(ケ
ーキ、はんべんなど)+完全除去の 4段階

⑤ その他 (                               )

16,食物アレルギー対応で、保護者との主な窓□になるのは誰ですか?(ひとつだけ)

① 所 (園)長  ② 所 (園 )長以外の保育士  ③ 栄養士  ④ 調理師

⑤ 着護職  ⑥ 委託会社の職員  ⑦ その他 (              )

17.給食で実施している誤配膳、誤食防止の対応に○印をつけて下さい (い <つでも)。

18.食物アレルギー対応を実施するうえで困ることを困っている順に3つご記入<ださい。

(    )(    )(    )

① アレルギー食品を使用しない献立作成 ② 西3膳名札の工夫 ③ 専用食器・トレイなどの利用

④ 受け渡し8きの声だし確認 ⑤ 個月」酉B送、酉3膳 ⑥ アレルギー児の座席固定

⑦ 保育士の配置調整 (3)その他 (                       )

①文」応したことがなく不安
②食物アレルギーの矢0識がな
しヽ

③事故 (誤配・誤食・混入)の予防

④保護者との文」応 ⑤医療機関との連携 ⑥事故 (誤配・誤食・混入)の対応

⑦職員間の連絡・周知 (D設備が不十分 ◎人員が不足

⑩経費がかかる ①献立作成が煩雑 ⑫調理作業が煩雑

⑬患児への精神面への影響 ⑭他の児への説明
⑮その他 (

)

-24-

-> 
1e. (o) 

^dd{}



○ 離手L食対応について、お答えください。

◎ 19.食 物アレルギニ児の有無に関わらず、貴所 (園)で実施している離手し食対応はありますか?

① ある    ② ない

(ある場合)具体的な離乳食対応について番号に○印をつけて下さい (い <つでも)。

υ 20。 食物アレルギー児の誤食事故 (異物を除く)を過去 1年 FB5に経験しましたか?

① 経験した      ② 経験していない

21.食 物によるアナフィラキシー、ぜん息等で病院受診した園児は過去 1年間にいましたか ?

① いた (    )人      ② いない

22:食物アレルギーを知っていますか?

① よ<知っている  ② 多少知っている  ③ あまり矢0らなしヽ  ④ 知らない

23.アナフィラキシーを知っていますかつ

① よ<矢0っている  ② 多少矢0っている  ③ あまり知らない  ④ 矢□らない

24.エピペンを矢0っていますか?

① よく知つている  ② 多少知っている  ③ あまり知らない  ④ 矢]らない

25。 所 (園)では エピペンを預かつていますか?

① 預かつている  ② 預かつていない

26.最後に回答者の方の資格等についてお知らせください。

① 所 (園 )長  ② 保育士  ③ 栄養士  ④ 調理師  ⑤ 看護職 ⑥ その他

☆ 調査へのご協力ありがとうございました ☆

さだくえ笙
一
おてｌυつこ一シキライフナ

２
　
ギレ○

①家庭で園児が食べたことのあるものだけを提供

(調査票や面接などで確認する)

②保護者に園児に食べさせていいものを確認して提供

(調査票や面接などで確認する)

③離手L食に鶏卵を使用しない ④離手し食に乳および乳製品を利用しない

⑤離享L食に小麦を利用しない ⑥全園児が調乳は牛軍しアレルギー用ミルクを利用する

⑦離軍L食のメニューを事前配布する
③その他 (

)
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保育所(園 )におけるアレルギー疾患対応についての調査票・集計結果

※「割合」は無回答じ不正回答(N/A)を含んだパーセント

※「有効割合」は有効回答中でのパーセント

※「累積割合」は有効回答中での累積パーセント

※ ヒストグラム中の%は有効割合

※無回答・不正回答(N/A)が 10%以上の場合はマーキングした

総所 (園 )数 953 対象園児数  105,853名

0貴所(園 )について、お答えください。

1.①公設公営  ②公設民営  ③私立(社会福祉法人・学校法人を含む)

凡例  ※ グレー部分は調査票の設問

2.①認可   ②認証

1 2 3 4

3.所 (園 )長は保育士資格を

度数  割合  有効割合 累積割合
1      177     18.6     19.0     19.0

2       29      3.0      3.1     22.1

3      727     76_3     77_9    100.0

N/A     20    2.1

(合計   953  100.0)

③認定   ④それ以外

度数  割合  有効割合
1      750     78.7     97.8

2         5       0.5       0.7

3          5       0.5        0,7

4      7    0.7     0,9

∫
・…3r―・1`ァ

ロ
¬冨1

① 持つている ② 持っていない

度数  割合 有効割合
1      551     57.8     65.4

2      292     30.6     34.6

「
・ ~・ …・ ~口 … ■―・ …・ ―・ … 、

L._.Y全….… .19_.」」』』

1 3

1
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4.現在、受け入れている園児の年齢と在籍数 (年齢は4月 1日現在 )

最大値

最小値

中央値

小計

(年齢構成)

(国の規模 )

37

0

8

7405

7.0%

68

0

15

15282

14.4%

69

0

18

18258

17.2%

81

0

20

19851

18.8%

96

0

21

20749

19.6%

最大値  最小値
412       1

中央値  平均
104    11215

96      206

0        0

21       0

20822     3486

19.7%     3.3%

8

0

1

1246

7.3%

3

0

0

437

2.6%

9

0

1

9545

15.7%

4

0

0

159

2.6%

5.各職員の数

日常勤職員

口非常勤職員

最大値

最小値

中央値

小計

(構成割合)

最大値

最小値

中央値

小計

(構成割合)

51

0

15

14373

84.6%

40

0

4

4846.7

79.8%

14

0

1

724

4_3%

4

0

0

203

1.2%

11

0

0

98

1.6%

2

0

0

18

0.3%

〇歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳

人 人 人 人 人 人 人

常勤 (職員)
保育士 栄養士 管理栄養士 調理師 (員 ) 看護剛

人 人 人 人 人

非常勁 0マー ト等 )

保育土 栄養士 管理栄養士 調理8T(員 ) 看護職

人 人 人 人 人
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6.所 (園 )で供される食事等について(おやつ、離乳食、ミルクを含みます)

1)調理場所

①施設内で調理 ②施設外で調理 ③ その他 (

度数

1      939

2        5

3        6

N/A      3

)

割合  有効割合
98.5     98.8

0.5      0.5

0.6       0.6

0.3

※③「その他J 1+2、 1+3が 1園ずつあつた

2)調理者
①所(園 )の職員のみ ② 一部委託 ③ 全部委託

1

2

3

4

N/A

65%

1 2

1

2

3

N/A

O保 護者から預かつた薬の管理状況について、お答えください。

フ.毎日服用する薬の与薬は行つていますか?(塗り薬は除きます。)

①行つている ② 行つていない ③ 該当園児がいない

④ その他 (

度数  割合
878     92.1

15    1.6

53      5,6

2    0.2

5    0.5

度数   割合
607     63.7

180    18.9

154     16.2

)

有効割合

926

1.6

5.6

0.2

有効割合

64.5

19.1

16.4

1312

99%

1

鰯
一
２

螂
一　
二

‐

塑

一３

幌
】
４
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8.解熱薬や抗けいれん薬、ぜん息の発作上めなどの屯用薬(内服、座薬など)の与薬は行つていますか?

① 行つている   ② 行つていない   ③ 該当日児がいない

度数   割合  有効割合

1      383     40.2     41.2

2     422     44.3     45.4

3     125    13.1     13.4

N/A     23    2.4

9.保湿剤やステロイド外用薬のような軟膏の塗布は行つていますか?

① 行つている   ② 行つていない  ③ 該当園児がいない

1

13%

2 3

94,:

1 2

度数  割合  有効割合
1      892     93.6     93.8

2       59      6.2       6.2

3         0      0.0       0.0

N/A      2    0.2

※③は回答園なし

度数

1     712

2      122

3       98

N/A     21

割合  有効割合
74.7     76.4

12.8    13.1

10.3     105

2.2

0給 食・おやつ等について、お答えください。
(→給食・おやつを所 (園)で提供していない場合は20.へ進んでください。)

10.食物アレルギーのある児の受け入れについてお答えください。

① 現在受け入れている (そのまま11へ )

② 受け入れ可能だが、現在はいない (13へ進む)

③ 断つている/受け入れ経験がない (19へ進む)

1
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最大値

最小値

中央値

小計

(年齢構成)

(園ごと)

(設問11、 12の回答対象数) 892園     101,322名

0歳

7132

1歳

14652

2歳 3歳

17405 18999

4歳   5歳 6歳

347319809    19852

※設間13以降は全数調査へ戻る

11.所 (園 )で把握している食物アレルギーの園児数を年齢別にご記入下さい。

○歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳

人 人 人 人 人 人 人

7898557

0 0 0 0 o o o

0       1       1       1

550     1350     1137      891

10.6%    26.1%    22.0%     17.2%

最大値  最小値  中央値  平均
33        1        5      5.8

12.所 (園 )で把握している原因食物別の人数をご記入ください。

(表にない原因食物は空欄に食物をご記入のうえお答えください)

(集計は別掲),

有病率
0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳
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フt製品 小麦 大豆

菫れアレルギー児数
人 人 人 人 人 人 人
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